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冬季オリンピックを見て 

熊本大学 消化器外科

馬場 秀夫

　４年に１度のオリンピックである

バンクーバーオリンピックが閉幕し

た。オリンピックという世界最高峰

のスポーツの祭典を見て感じたこと

を記してみたい。

　今回のオリンピックではメダル獲

得が期待された選手は多かった。そ

の中の１人が女子モーグルの上村愛

子選手である。長野オリンピックに

高校生でデビューし７位入賞を果た

し、それ以降毎回オリンピックでは

注目されてきた選手である。今回の

オリンピックを含め連続４回の出場、

そして結果はその都度、７位、６位、

５位、４位と一位ずつ上位の成績を

残した。立派である。特に 30歳で

挑戦した今回は、昨年の世界選手権

で優勝していただけに、本人はもと

より、周囲の関係者、国民皆がメダ

ルを期待した。これまでの十分な練

習と海外遠征を含めた豊富な経験、

結婚して迎えることによる精神的安

定、何よりも昨年世界一になった実

績と自信、すべてが今回メダルを取

るのに最も近いオリンピックであっ

たはずである。しかし、結果は４位。

確かに前回大会から一位だけ上位の

成績を残したが、悔いが残るのは本

人だけではなかろう。その心情を物

語るのが、試合後のインタビューで

流した涙である。あの涙は何を表し

ているのか？

　４回挑戦してもメダルを獲得でき

なかった悔しさと、次まで続けられ

るかどうかの不安な気持ちの表れで

はなかったか？　これからの更なる

４年間をこれまで以上の練習に日々

明けくれたとしても、メダルを取れ

るという確かな保証はないのである。

選手としてオリンピックを目指すの

は、本当に過酷である。オリンピッ

クを目指す４年間は、すべてのこと

を犠牲にし、勝つための練習と国内、

国際試合への出場のための時間にそ

れを充てる。テレビ観戦している一

般人が経験するような自由な時間の

使い方は、まず出来ない。年頃の女

性であれば、旅行に、ショッピング、

映画に、音楽鑑賞、恋愛など、人生

の中でも大事な時間の過ごし方があ

るはずであるが、オリンピックを目

指すということは、自分に与えられ

たすべての時間を、勝つために必要

な練習、精神鍛錬、試合に充てると

いうことである。４大会連続となる

とその間の時間と努力は膨大なもの

である。加えて、選手として活動を

続けるための資金稼ぎも必要である。

　今回、仮に上村選手が銅メダルを

手にしていたとしたら、笑顔でイン

タビューに応じられていたであろう

か？　否、やはり涙を流したであろ

う。競技者とは、常に上を目指すも

のである。銅メダルが取れたとして

も、上には銀も、金もある。心から

満足して笑顔で応えられる心境にな

るのは、やはり金メダルを手中にし

た時であろう。世界の頂点を目指し

て頑張り続ける選手の気持ちはその

ようなものと思う。

　そのような心情を端的に示したの

は、浅田真央選手の試合後のインタ

ビュー時に見せた涙であったろう。

４年前の前回大会は年齢が条件に満

たず参加できなかった。この４年間

に世界選手権で優勝したり、実力

NO.１に上り詰めた。しかし、そ

の後同じ年齢の韓国のキム・ヨナ選

手に追いつかれ・追い越されしつつ、

常にライバル同士の激しい戦いを繰

り広げてきた。特に昨年からはキム・

ヨナ選手が世界の頂点に立つ演技を

試合の度毎に見せてきた。キム・ヨ

ナ選手のそのような成長はライバル

としての浅田選手の存在が極めて大

きかったと思われる。そのような状

況の中で迎えた今回のオリンピッ

クでは、どちらが金メダルを取る

か、世界中から注目された。浅田選

手がオリンピック本番で見せた演技
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は、誰が見ても自分の持てるすべて

の力を十分出し切っての素晴らしい

演技であった。特に想像できないほ

どのプレッシャーの中で、トリプル

アクセルを３回とも成功させるとい

う、人間業を超える演技を披露した。

その精神力と、これまでの努力の結

晶である世界一流の実力を遺憾なく

発揮した素晴らしい演技に、誰もが

感動し、酔いしれた。しかし、結果

はキム・ヨナ選手が一歩上回って金

メダル、浅田選手は銀メダルに終わ

った。そのような状況での浅田選手

の涙には、実力をすべて出し切った

満足感とともに、やはり世界の頂点

に立ち金メダルを取りたかったとい

う悔しさが溢れていたように思う。

　選手としてその成績に満足する瞬

間、それはそれ以上の成長を止める

ブレーキにはなっても、さらに上を

目指すためのアクセルにはならない。

受け止め方の個人差はあるとしても、

まだまだ上を、と考えるからこそ、

選手生活を続け、さらに過酷な練習

に挑み続け、成長するのである。

　テレビ観戦する一般人には単なる

悔し涙に見えても、選手の心の中は

計り知れないほど複雑である。勝て

ば褒められ、負ければ野次られ、選

手は孤独である。勝つためにどれだ

けの努力をしたかを十分に評価する

視点を持つことも大事であると思う。


